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早島町社会福祉協議会 令和元年度事業総括 

 

➤本会の基本理念 

お互いが支えあい  安心して  幸せに暮らせる  住みよい地域をつくります 

 

➤本会の経営理念 

本会役職員は、基本理念に則り地域福祉事業の推進と介護保険事業の充実・発展を図るとともに、安定した法人

運営に心がけてまいります。 

 

➤本会の基本姿勢 
高齢化の進展と制度の多様化は本会の経営にとっても大きな課題ですが、新たな事業展開の契機として捉え、地域福祉事

業と経営基盤である介護保険事業・総合事業の相乗効果が図れる法人運営を行ってまいります。 

地域福祉事業では、平成３２年度改訂予定の「地域福祉活動計画」について進捗評価を行うとともに、早島町や関係団体

との協働体制により、地域支え合い活動、生活支援サービス、担い手育成等に努めてまいります。 

介護保険事業では、３０年度からの第７期介護保険制度のもと、介護予防・日常生活支援総合事業の進展や人材確保等に

より、経営上は厳しい環境が続きますが、事業間のいっそうの連携により収支の改善に努めてまいります。地域福祉は、公

的制度と互助活動等がより補完的な関係として求められているため、車の両輪である行政とのパートナー関係を強め、利用 

者や町民に良質で安心感のあるサービスや情報を提供してまいります。これらを総合的に展開していくため、社会福祉法人

に求められる地域貢献、利用者のための環境改善はもとより、職員の安心と創意工夫が発揮できる働き方改善を進め、組織

の適正な規律のもと一人ひとりが足元を固め、信頼される法人運営に努めてまいります。 

                  （平成３１年度事業計画書より抜粋） 
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■社協・事務局重点項目（重点目標）及び達成度 
事務局重点項目（重点目標） 達成度 

１）地域福祉活動計画に基づく福祉活動・事業の推進 

 『はやしまほっとプラン』の５年目の事業活動として、

昨年度、組織化したゴミ出しや買い物支援等の住民主体の

生活支援活動団体の活動の安定化とボランティア等の担

い手の育成に努めます。また、昨年度延期となった『第２

次はやしまほっとプラン』策定に向けた現プランの評価作

業に着手します。 

加えて、町内における社会福祉法人連携による地域貢献

を進めるべく、昨年度準備会を設置した同法人連絡協議会

の設立を目指します。 

・『暮らしの応援カフェ』を継続開催。勉強会を開始し、さらな

る住民参画と町域における生活支援活動の定着を図った。ま

た、金田･下野地区をモデル地区として福祉活動検討会を設置。 

・移動スーパーとの協働で地区別に２月から買い物サロンを開催

（８地区／利用者約１００名）。地区の生活支援活動の具体化

に向け、地区における実践活動を試行開始した。 

・前年度から全６回の準備会を経て、１１月に社会福祉法人連絡

協議会『ほっとけんネット早島』を設立。また、３月に地域貢

献パンフレットを発行。町民へ各法人の社会資源を紹介した。 

・『はやしまほっとプラン』の評価作業は、住民や医療福祉介護

関係者による評価委員会を設置。３回に渡る委員会において、

進捗状況の評価と課題を整理することができた。   （A） 

２）職場環境の再構築による円滑な業務推進 

計画人事での体制安定を図ってきましたが、昨年度は職

員の退職が発生し、部署内体制の立て直しが急務となって

います。法人運営、施設管理等の総務、経理事務や労務管

理、地域福祉推進の業務を少人数の兼務で行う事務局体制

において、職員相互間の連携や協力関係は不可欠であり、

業務分担のあり方に留まらず、個々の職員が孤立せず補完

し合える雰囲気作りを含め、改めて新体制での円滑な業務

推進に努めます。 

・減員体制の中、新任職員を迎え、業務の可視化や役割分担と期

限の明確化により、業務の漏れや遅滞のないよう「業務推進状

況表」の運用を開始。所属職員が主体的に情報共有を行いなが

ら、業務の進捗状況が管理できる仕組みを構築した。 

・職員の不安定な勤務状況から経理や一部事業の準備に遅滞が 

発生。部署内の職員間の葛藤解決を図るため、７月から幹部や

他部署役職者へ状況の定期報告の場を設け、課題への組織的か

つ具体的な関与を模索するも功を奏さず。部署内で葛藤を抱え

ながらも業務補完を継続。内部統制のあり方が課題。（Ｃ） 

＜達成度基準＞  

Ｓ：目標をはるかに上回る（１２０％以上）          Ｃ：目標をやや下回る（８０％以上９５％未満） 

Ａ：目標を達成し上回る結果（１０５％以上１２０％未満）   Ｄ：目標をかなり下回る（８０％未満） 

Ｂ：概ね目標どおり期待水準（９５％以上１０５％未満）  
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■介護事業部 セクション別重点項目（重点目標）及び達成度 
 介護事業部重点項目（重点目標） 達成度 

居

宅

介

護

支

援 

1)特色ある支援展開と地域に向けた事業所広報 

引き続き「住民協働の生活支援活動」の協議に参

画し、現場ニーズの抽出・調整を行い、利用者や家

族の生活課題解決に努めます。 

また、利用者の『生きがい』や家族の『繋がり』

づくりに焦点を合わせた事業所独自の社会参加・交

流機会の創出に努めます。加えて、地域に根差した

事業所を目指し、実施した取り組みや活動を、地域・

住民向けに発信する機会を積極的に設けます。 

・事務局が主導する生活支援活動の場で、利用者の個別ニーズ

を発信。実際の活動現場にも立ち会う等、潤滑役を果たしな

がら、積極的に利用者や家族の生活課題解決に努めた（新規

１０名及び継続含め年間１０７件仲介）。 

・認知症啓発を目的としたリレーイベント『ＲＵＮ伴』に事業

所としてエントリー。また、準備会を独自に企画し、利用者

や家族、住民が交流する場を創出。実施した取り組みを、Ｓ

ＮＳでの情報発信に加えて、福祉映画会で資料配布する等、

地域・住民向けにも福祉啓発と情報発信を行った。 （Ａ） 

2）より働きやすい職場環境の整備 
 介護支援専門員の担当件数が低迷したにも関わら

ず、時間外労働が恒常的に発生しています。業務改

善の余地があるものと捉え、多角的に問題点を再検

証し、より良い職場環境と風土を整えます。 

また、介護予防支援の課題・悩みの共有化が円滑

に行えるよう、相談しやすい環境基盤を築き、個人

にかかる心理的負担の軽減を図ります。 

・時間外労働の原因を職員の意識調査や、月次労働時間・作業

をデータ化して検証。また、多忙時に職員間で行える業務フ

ォローとして、ペアチェック作業者の変更や、外部会議の出

席者調整等を積極的に行い、業務停滞の慢性化予防に努めた。 

・総合事業の理解を深める内部研修の開催に加えて、個別ケア

会議に全職員が関わり、介護予防支援の課題や悩みを相談し

やすい環境基盤を整備した。実務における手順の確認や、点

検方法の確立は着手できず、課題を残している。  （Ｂ） 

＜運営状況総括＞ 

・要介護認定者の新規契約件数は、前年度比１件増の５４件。契約解除件数は６７件（前年度＋１件）。職員の療養に

伴い、新規受け入れが困難な時期あり、月平均請求件数は３件減少し、１８７件であった。 

・契約解除件数の内訳は、入所２１件、永眠２２件、長期入院１２件、軽度化（要支援）が７件。他は転出等。 

・要支援認定者は新規に１１件受入れ。１１件が契約解除し、内８件が重度化（要介護）、他は受託元へ移管。 

∴令和元年度収支差引額：１，４８８千円（平成３０年度収支差引額：２，０８７千円） 

＜達成度基準＞  

Ｓ：目標をはるかに上回る（１２０％以上）          Ｃ：目標をやや下回る（８０％以上９５％未満） 

Ａ：目標を達成し上回る結果（１０５％以上１２０％未満）   Ｄ：目標をかなり下回る（８０％未満） 

Ｂ：概ね目標どおり期待水準（９５％以上１０５％未満）   
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 介護事業部重点項目（重点目標） 達成度 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

１）利用者・家族の満足度の向上 
 引き続き、｢水分補給｣｢運動｣｢口腔ケア｣に重点を

置いたケアを継続と基本的な介護技術の標準化を

図ることで、元気で安全に利用していただける事

業所を目指します。 

  また多様化する利用者の状況と、臨時利用や振

替利用、送迎時間の変更など家族の状況に合わせ

た柔軟な受け入れ体制を整え、満足度の向上を目

指します。 

 

・「水分補給」「口腔ケア」は、特に援助の必要な利用者を職員

間で共通理解が出来た。「運動」も集団では実施しにくい利用

者に対して個別に歩行訓練に誘うなどの対応が出来た。 

・介護技術は、終業時のミーティングや職員への個別指導を継続

的に行ったが、下半期、利用者数が増えて忙しくなると基本が

おろそかになり我流になってしまうことがあった。 

・臨時や振替利用、送迎時間の変更はすべて対応できた。2 月に

行なったアンケートでは「安心して利用できる」「不便に感じ

ることはない」という回答が９割以上であった。また、下半期

では短時間利用の新規相談が複数あり、柔軟なサービス提供時

間の設定が事業所の特色となりつつある。       （Ｂ） 

２）働き易い職場環境の整備 
 介護事務支援ソフトの導入を行い、作業の効率化

と記録の正確性の向上を図ります。記録時間の短

縮によって生まれた時間を、利用者との対話に充

てる事で、利用者にも職員にも、ゆっくり話が出

来たという満足感が生まれ、職員にとって働きが

いのある事業所を目指します。 

・記録用の支援ソフトは、年度当初に導入できたが、リーダーと

サブリーダーによる試用の段階から、職員全員での使用に至る

までに時間がかかり、年度内に記録を電子化する事が出来なか

った。また、年度終盤は通常の手書きによる記録と、ソフトを

使った電子入力を同時に行うこととなり、事務量は増加してし

まい、職員の満足を得られるには至っていない。 

・利用者との対話は、全職員が、話す時間を持つ事を意識して取

り組み、おやつの時間には席について利用者と話をすることが

習慣となり、対話の時間が確保出来た。        （C） 

＜運営状況総括＞ 

・通所介護と総合事業対象者をあわせた１日あたりの平均利用者数は２５．９人（前年度比▲０．７人） 

・前年度に新規利用者の受け入れを抑制したことが影響し、利用者数が延びなかった。 

∴令和元年度収支差引額：▲４，０５８千円（平成３０年度収支差引額：▲５，３０２千円） 

 ＜達成度基準＞  

Ｓ：目標をはるかに上回る（１２０％以上）          Ｃ：目標をやや下回る（８０％以上９５％未満） 

Ａ：目標を達成し上回る結果（１０５％以上１２０％未満）   Ｄ：目標をかなり下回る（８０％未満） 

Ｂ：概ね目標どおり期待水準（９５％以上１０５％未満）   
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  介護事業部重点項目（重点目標） 達成度 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

1）訪問介護に関わる様々な情報の取得と共有 
昨年度に引き続き、専門知識を深めるため、また

今後も変わり行く制度改正に備えることや視野を広

げることを目的に、常勤職員が外部研修に積極的に

参加し、内部研修でヘルパー全体に情報共有を図り

ます。 

・精神疾患、看取り、医療知識、介護技術（認知症）のテーマ

に焦点をあて、常勤・非常勤４人に割り振り各々が外部研修

への参加や自己研鑽を行い、専門知識を深めることができた。 

・上記のことをまとめ、伝える内部研修は一部にとどまり、情

報の共有が十分に行えなかった。 

・更に研鑽を積み、ヘルパー全体の知識・技術の向上に努めた

い。                       （B） 

2)安定したサービスの提供による利用者の満足
度の向上と確保 
これからも強みである地域性を活かした綿密な連

携、迅速かつ柔軟な対応によって、より安心したて

「住み慣れた我が家」で過ごしていただけるよう支

援するため、人材の確保を行うと共に介護技術等の

職員研修を継続し、統一した介護サービスが提供で

きるよう努め、利用者に選んでいただける事業所を

目指します。 

・排泄介助を臨機応変に対応し、最後まで「住み慣れた我が家」

で過ごしていただけた利用者が１件あった。 

・生活上の問題点を観察し、迅速に関係機関に報連相を行い、

必要に応じサービスの見直しを提案することにより、ＱＯＬ

を損なうことなく安心して在宅生活を維持していただけた。 

・新任の登録ヘルパー１名確保することができたが、７月にっ

出産し現在育児休暇中。 

・接遇や事例検討等の内部研修を行い統一したサービスができ

るよう心掛けた。                 （B） 

〈運営状況総括〉 

・今年度は新規契約が１８件あったが、中止･死亡･入所された方が１６件あった。新規の利用者が伸びず、昨年度に比

べ訪問回数が要介護、要支援合わせて３０２回の減少となった。 

・障がい福祉サービスは、移動支援１件増加、居宅支援１件増加。２月より重度訪問介護の新規利用者が１件あった。

それに伴い訪問回数も昨年度に比べ２４５回増加となった。 

・介護保険外サービス事業は、昨年に引き続き定期利用者に加え、急な受診や入退院の対応、ご家族が帰宅されるまで

の見守り、要支援利用者の生活援助の追加利用など柔軟に対応したが、利用者数、利用回数は昨年を下回った。 

∴令和元年度収支差引額：▲３，０８５千円（平成３０年度収支差引額：▲３，１５０千円） 

＜達成度基準＞  

Ｓ：目標をはるかに上回る（１２０％以上）          Ｃ：目標をやや下回る（８０％以上９５％未満） 

Ａ：目標を達成し上回る結果（１０５％以上１２０％未満）   Ｄ：目標をかなり下回る（８０％未満） 

Ｂ：概ね目標どおり期待水準（９５％以上１０５％未満）    
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◆令和元年度事業実績 

Ⅰ．会務の運営 

１．役職員による法人運営 
〔１〕理事会の開催 
（１）要 点 

   ・地域福祉の推進を目的に、本会の定款に基づき、理事会６回を開催した。 

   ∴本会の事業計画（１議案）および予算（当初予算１議案、補正予算２議案）、事業

報告（１議案）及び決算報告（１議案）、諸規程の制定及び改廃等の本会の運営に

おいて重要な案件（１４議案）について協議した。 

（２）実施結果 

開催日／出席数 決 議 事 項 

平成３１年４月２６日（金） 

／理事１０名（１０名） 

／監事２名（２名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会評議員選任候補者の

推薦について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会評議員会に諮る理事

候補者の選定について 

令和元年６月４日（火） 

／理事９名（１０名） 

／監事２名（２名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会平成３０年度事業実

績報告について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会平成３０年度一般会

計収支決算報告について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会定款の変更について 

◇報告事項 

・夏のボランティア体験事業について 

・夏季一斉友愛訪問活動について 

令和元年６月２１日（金） 

／理事１０名（１０名） 

／監事２名（２名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会会長の選任について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会副会長の選任につい

て 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会が設置経営する施設

長等の選任について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会資金運用責任者の任

命について 

◇指名事項 

・社会福祉法人早島町社会福祉協議会常務理事の指名につい

て 
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令和元年１０月１日（火） 

／理事１０名（１０名） 

／監事 ２名（ ２名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会評議員選任候補者の

推薦について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会評議員会に諮る理事

候補者の選定について 

◇令和元年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会計

第1次補正予算（案）について 

◇報告事項 

・夏季一斉友愛訪問活動について 

・夏のボランティア体験事業について 

・社会福祉法人連絡協議会について 

・第１次地域福祉活動計画評価委員会について 

・社会福祉法人早島町社会福祉協議会評議員選任候補者選

出・理事選任規程及び社会福祉法人早島町社会福祉協議会評

議員選任候補者選出・理事選任規程内規について 

令和元年１２月２０日（金） 

／理事１０名（１１名） 

／監事 ２名（ ２名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会役員等の報酬等に関

する規程の一部を改正する規程について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会評議員選任候補者の

推薦について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会評議員会に諮る理事

候補者の選定について 

◇報告事項 

・令和元年度上期決算概要について 

・住民福祉活動先進地視察研修の報告について 

・年末大掃除おたすけサービスの活動状況について 

・共同募金運動の実施状況について 

・福祉映画会について 

・『早島町地域福祉活動計画』評価委員会の進捗状況につい 

 て 
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令和２年３月１９日（金） 

／理事１１名（１１名） 

／監事 ２名（ ２名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会第三者委員の選考に

ついて 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会嘱託職員賃金規程の

一部を改正する規程について 

◇令和元年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会計

第2次補正予算（案）について 

◇令和2年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会事業計画

（案）について 

◇令和2年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会計

当初予算（案）について 

◇報告事項 

・早島町地域福祉活動計画に関する評価（答申書）について 

・共同募金実績報告について 

・福祉映画会の報告について 

・基金の状況について 

・事務局長採用予定者の内定取消しについて 

 

〔２〕評議員会の開催 
（１）要 点 

   ・地域福祉の推進を目的に、本会の定款に基づき、評議員会４回を開催した。 

   ∴本会の事業計画（１議案）および予算（当初予算１議案、補正予算２議案）、事業

報告（１議案）及び決算報告（１議案）、諸規程の制定及び改廃等の本会の運営に

おいて重要な案件（６議案）について協議した。 

（２）実施結果 

開催日／出席数 決 議 事 項 

令和元年６月２０日（木） 

／評議員１４名（２１名） 

／監事２名（２名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会平成３０年度事業実

績報告について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会平成３０年度一般会

計収支決算報告について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会定款の変更について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会理事及び監事の選任

について 

◇報告事項 

・夏のボランティア体験事業について 

・夏季一斉友愛訪問活動について 

令和元年１０月９日（水） 

／１８名（２１名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会理事の選任について 

◇令和元年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会計

第1次補正予算（案）について 

◇報告事項 

・夏季一斉友愛訪問活動について 

・夏のボランティア体験事業について 

・共同募金運動について 

・社会福祉法人連絡協議会について 
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・第1次地域福祉活動計画評価委員会について 

・理事等選任規程、及び選任規程内規の改正について 

令和元年１２月２７日（金） 

／１４名（２１名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会役員等の報酬等に関

する規程の一部を改正する規程について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会理事の選任について 

◇報告事項 

・令和元年度上期決算概要について 

・住民福祉活動先進地視察研修の報告について 

・年末大掃除おたすけサービスの活動状況について 

・共同募金運動の実施状況について 

・福祉映画会について 

・令和2年1月からの評議員名簿について 

・『早島町地域福祉活動計画』評価委員会の進捗状況につい

て 

令和２年３月２６日（木） 

／１７名（２１名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会嘱託職員賃金規程の

一部を改正する規程について 

◇令和元年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会計

第2次補正予算（案）について 

◇令和２年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会事業計画

（案）について 

◇令和 2 年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会計

当初予算（案）について 

◇報告事項 

・早島町地域福祉活動計画に関する評価（答申書）について 

・共同募金実績報告について 

・福祉映画会の報告について 

・基金の状況について 

・事務局長採用予定者の内定取消しについて 

 
〔３〕評議員選任・解任委員会の開催 

（１）要 点 

   ・地域福祉の推進を目的に、本会の定款に基づき、評議員選任・解任委員会1回を開

催した。 

∴理事会において推薦された評議員候補者（５名）について審議し、選任した。 

 （２）実施結果   

開催日／出席数 決 議 事 項 

平成３１年４月２６日（金） 

／委員２名 

◇評議員の選任について 

令和元年１０月１日（火） 

／委員３名 

◇評議員の選任について 

令和元年度１２月１日（火） 

／委員３名 

◇評議員の選任について 
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〔４〕内部監査の実施 

（１）要 点 

   ・地域福祉の推進を目的に、本会の定款に基づき、監事会１回を開催した。 

   ∴本会の事業実績報告書により業務執行状況を、決算書及び諸帳票により財務状況の

監査を実施し、問題がなかったため監査報告書を作成した。 

（２）実施結果   

開催日／出席数 決 議 事 項 

平成３１年５月２２日（水） 

／監事２名 

◇平成３０年度事業実績状況（報告書）の監査 

◇決算（書）及び諸帳票の監査 

 
〔５〕役員の先進地視察研修の実施  
（１）要 点 

   ・他市町村の住民主体の地区福祉活動先進地を視察し、本町における地区福祉活動の

あり方を検討する機会とするため、住民福祉関係者と合同で先進地社協（瀬戸内市

社会福祉協議会）へ視察研修を行った。 

   ∴町老人クラブ連合会主催行事と開催日が重なり、研修参加者数が減少（前年度比▲

２１名）。 

   ∴視察先の地区社協活動例を参考に、買い物支援活動等のヒントを得て、事後に８地

区で実施。約１００名の近隣住民が利用している。 

 （２）実施結果 

視察日程／参加者 視察先／主な研修項目 

令和元年１１月２６日（月） 

[参加者] 

・理事･監事：    ２名 

・評議員：      ４名 

・民生委員：    ６名 

・福祉活動員：  ２６名 

・その他：     １０名 

合 計：    ４８名 

◇視察内容 

・瀬戸内市社会福祉協議会が推進する「地区社協」活動 

◇参加者の関係づくり 

・会食（長船サービスエリア） 

・散策（特別史跡旧閑谷学校／和気町） 

 
〔６〕人事管理制度の推進  
（１）要 点 

   ・平成２５年度から開始した人事管理制度の円滑な推進の為、第３者（コンサルティ

ング会社）の助言を受けながら、人事管理制度運用検討会を６回行った。 

   ∴前年度の大幅な赤字に対し、年度当初に介護部署の赤字解消目標数値を設定したが、

役職者以上の数値に対する意識が低く、具体的な取り組みがみられず。半期決算時

点で前年度に続く、確定的な赤字見込みとなり、下半期の収支改善策を部署別に設

定したが一時的な取り組みとなった。役職者の経営意識の改善が不可欠急務である。                    

（２）実施結果 

  ◇人事管理制度運用検討会（全６回） 

開催日／出席者数 協 議 事 項 

令和元年 ６月２７日（木） 

／１０名 

◇決算状況の分析と部署別目標数値化協議 

◇役職者の目標設定共有 
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令和元年１０月 ３日（木） 

／１０名 

◇目標進捗状況の共有 

 

令和元年１１月２９日（金） 

／１０名 

◇中間収支決算報告 

 

令和２年 １月 ８日（水） 

／１０名 

◇考課者研修（考課者や面接者の心得・ケーススタディー） 

 

令和２年 ２月２０日（木） 

／５名 

◇人事評価集計結果の調整 

 

令和２年 ３月２５日（水） 

／５名 

◇人事評価集計結果の調整 

 

 
〔７〕早島町内社会福祉法人連絡協議会の設立準備 
 （１）要 点 

     ・社会福祉法改定に伴い、従来以上に制度の狭間の福祉課題への対応や地域貢献が求

められる中、前年度に引き続き、町内の社会福祉法人の連携組織の設立の準備を進

めた。 

  ∴町内の社会福祉法人（５法人）が参画する「早島町社会福祉法人連絡協議会」を設

立した。 

∴地域貢献パンフレットを作成発行し、町民全戸配布により社会資源の周知を図った。 

（２）参加法人名（運営施設名） 

①社会福祉法人 戸川児童福祉会（早島保育園） 

②社会福祉法人 中野社会福祉協会（かんだ保育園・わかみや保育園） 

③社会福祉法人 敬仁会（特別養護老人ホーム白亜館・デイサービスセンター白亜） 

④社会福祉法人 リンク（早島地域生活支援センター・ヒトノワ・Ｗith広場早島） 

⑤社会福祉法人 早島町社会福祉協議会（事務局・居宅介護支援センター・デイサービ

スセンター・ホームヘルパーステーション）  

※④「社会福祉法人 リンク」は、オブザーバーとして参画。 

   （３）実施結果    

開催日／出席者数／会場 協 議 事 項 

準備会（通算第４回） 

令和元年 ５月３１日（金） 

／１１名／早島保育園 

◇社会福祉法人戸川児童福祉会の取り組む事業について 

◇早島町内の児童分野における課題について 

◇岡山県内における法人連携の取り組みと助成制度について 

◇地域貢献活動への取り組みに向けて 

準備会（通算第５回） 

令和元年 ７月３０日（火） 

／１１名／わかみや保育園 

◇社会福祉法人中野社会福祉協会（わかみや保育園）の取り

組む事業について 

◇早島町内の生活困窮者世帯における課題について 

◇早島町社会福祉法人連絡協議会規約について 

◇今後の組織化に向けたスケジュールについて 

準備会（通算第6回） 

令和元年 ９月２５日（水） 

／９名／かんだ保育園 

◇社会福祉法人中野社会福祉協会（かんだ保育園）の取り組

む事業について 

◇早島町社会福祉法人連絡協議会会則（案）について 

◇連絡協議会設立に向けたスケジュールについて 

◇早島町社会福祉法人連絡協議会設立式について 
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設立総会 

令和元年１１月２２日（金） 

／１２名／オアシス早島 

◇役員の選任 

◇愛称について 

◇早島町社会福祉法人連絡協議会会則（案）について 

◇令和元年度事業計画及び予算（案）について 

◇パンフレット内容について 

第１回幹事会兼事業推進検討会 

令和２年 ２月１９日（水） 

／９名／オアシス早島 

◇パンフレット内容について 

 

 

Ⅱ．地域福祉事業 

１．広報事業活動の推進 
〔１〕社協だより発行 
（１） 要 点 

・町民に対する社協活動や住民福祉活動等の情報提供手段として、広報誌「はやしま

社協だより」を年４回発行。 

∴部署により情報発信に差があるが、福祉啓発の根本となる広報の重要性を全体で再

共有する必要がある。 

（２）発行実績 

◇第１１３号（夏 号） 令和元年 ６月下旬発行（５，０００部） 

◇第１１４号（秋 号） 令和元年１０月下旬発行（５，０００部） 

◇第１１５号（新春号） 令和元年１２月下旬発行（５，０００部） 

◇第１１６号（春 号） 令和２年 ３月下旬発行（５，０００部） 

 
〔２〕ホームページによる福祉情報の発信 
（１）要 点 

・地域福祉活動計画（ほっとプラン）に基づき、町内の福祉活動や本会の事業活動を

ホームページにより効果的に発信した。 

・町内の福祉活動や本会の事業活動を Facebookによりリアルタイムに発信した。 

∴部署により情報発信に差があるが、福祉啓発の根本となる広報の重要性を全体で再

共有する必要がある。 

（２） 実施結果 

  ○Facebook年間投稿記事数  

発信部署 発信件数（前年度比） 

事務局 ５８件（＋３件） 

居宅介護支援センター ５件（▲１３件） 

デイサービスセンター ４件（＋３件） 

ホームヘルパーステーション ０件（±０件） 

合 計 ６７件（▲７件） 
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〔３〕地域福祉活動計画の推進状況の周知と評価委員会の開催○新  
 （１）要 点 

     ・地域住民や福祉関係団体・機関への地域福祉活動計画（ほっとプラン）内容の周知

や活動参画を求めることを目的に計画内容や進捗状況の説明を行う。 

     ・評価委員会を設置運営。地域の住民福祉団体・地縁組織や保健・医療・福祉関係機

関、行政関係機関、学識経験者、ボランティア・当事者組織等から選出された１６

名の委員と評価委員会を３回開催した。 

     ∴評価委員会では、５か年の取組の評価を行い、２次計画策定に向けた課題や対策の

方向性を見出すことができた。 

   （２）実施結果      

開催日 行事名／場所 

令和元年 ５月１４日（火） 早島町自治会行政連絡会議／町役場 

令和元年 ９月２９日（日） ニュー早島自治会役員会／ニュー早島荘 

令和元年１０月２３日（木） 金田･下野地区福祉活動検討会／西コミュニティセンター 

令和元年１１月１４日（木） 第１回早島町地域福祉活動計画評価委員会／オアシス早島 

令和元年１１月２８日（木） 早島町「在宅医療･介護」推進意見交換会／町中央公民館 

令和元年１２月１９日（木） 第２回早島町地域福祉活動計画評価委員会／オアシス早島 

令和２年 １月２７日（月） 早島町民生児童委員協議会定例会／早島町役場 

令和２年 ２月 ６日（木） 第３回早島町地域福祉活動計画評価委員会／オアシス早島 

令和２年 ２月 ８日（土） サロン矢尾／矢尾公民館 

令和２年 ３月 ２日（月） 早島町老人クラブ連合会定例会／町役場 

 

〔４〕早島の匠ミニギャラリーの開催 
（１）要 点 

・地域福祉センターオアシス早島１階ロビーを活用し、町内住民やグループによるミ

ニ作品展を４回（前年度比▲２回）開催した。 

∴一般住民の来館促進や本会の各種地域福祉事業の周知については、暮らしの応援団

活動と赤い羽根共同募金「寄付つき商品地域支援プロジェクト」のみに留まった。 

（２）開催実績 

区分 ジャンル 作者（出展者） 作品展示期間 

団体 
塗り絵 

・俳句 
早島町デイサービスセンター 令和元年 ４月 １日～ ４月３０日 

団体 水彩画 萌の会 令和元年 ５月１６日～ ７月１０日 

団体 絵手紙 絵手紙ボランティアやまびこ 令和元年 ７月１６日～ ８月 ７日 

個人 木工品 安藤 正明 令和元年 ８月２２日～ ９月２４日 

 
２．会費・寄付・募金の収受 

〔１〕住民会員・会費の募集 
 （１）要 点 

     ・社会福祉に関心を有し、本会の趣旨・事業に賛同した個人又は団体等の会員を募る

ものである。本年度の結果は下記のとおりとなった。 

∴特定団体からの会費であり、広く会費を募集する方法を検討する必要がある。 
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（２）実施結果 

区  分 会員数 口 数 金  額 

賛助会費・団体 ３４件 １口 ６７，５８３円 

合  計 ３４件 １口 ６７，５８３円 

 
〔２〕一般寄付等の受納 
 （１）要 点 

     ・一般寄付・満中陰志を受納し、その寄附金を地域福祉推進のための事業を実施する

ほほえみ基金事業の原資となる基金へ積立てを行った。 

     ∴一般寄付は2件（前年度比▲４件）、満中陰志（前年度比▲４件）となった。 

 （２）寄付金実績 

区  分 件  数 金  額 

一般寄付 ２件 １１，０５９円 

満中陰志 １１件 ２３０，０００円 

合  計 １３件 ２４１，０５９円 

 
〔３〕共同募金運動（赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金）の推進 

（※岡山県共同募金会早島町共同募金委員会事務） 
（１）要 点 

  ・地域福祉の推進という目的のもと、共同募金の役割や使い道の周知を図り、「じぶ

んの町を良くするしくみ。」をテーマに様々な募金活動による呼びかけを行う。町

民一人ひとりに対し活動を通じて「思いやりの心」掘り起こすとともに、「福祉の

まちづくり」に参加できる仕組みである。また、共同募金の適正かつ効果的な助成

や配分により、地域課題の発見や新たな支え合い構築など福祉活動を支援する。 

  ∴赤い羽根共同募金は多くの募金種別において前年度に比べて減額となったため、各

運動内容について再検討を行う必要がある。 

（２）実施結果 

  ①赤い羽根共同募金実績 

募金種別 募金額内訳 前年度比 

戸別募金 ９９６，１５２円 ▲３１，７１２円 

街頭募金 １４，６９１円 ▲２，３８１円 

学校募金 ３７，２１０円 ▲６８，２４７円 

個人募金 １０，０００円 ２，４００円 

法人募金 ３２５，７６９円 ▲５６，６３１円 

イベント募金 １１，６７０円 ▲１３，８３０円 

職域募金 １０３，０３７円 ▲６，２２４円 

その他の募金 ５２，２０１円 ２０，１０９円 

通帳利息 6円 ±０円 

 １，５５０，７３６円 ▲１５６，５１６円 
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②歳末たすけあい募金実績 

募金種別 募金額内訳 前年度比 

戸別募金 ９５２，４１１円 ７，５２７円 

個人募金 ０円 ０円 

その他の募金 ０円 ０円 

通帳利息 １円 ０円 

 ９５２，４１２円 ７，５２７円 

③共同募金運動推進活動 

開催日 行事名 募金実績 

令和元年 ９月１３日（金） 早島中学校街頭募金 ５，４６７円 

令和元年１０月 １日（火） 早島駅前街頭募金 ２，７９８円 

令和元年１０月 １日（火） マルナカ早島店前街頭募金 ２，１７５円 

令和元年１１月 ３日（日） いきいき広場街頭募金 ４，２５１円 

令和元年１１月 ３日（日） いきいき広場イベント募金 １１，６７０円 

 

３．住民参画型生活支援活動の検討 
〔１〕外出支援活動の検討 
（１）要 点 

 ・地域福祉活動計画（ほっとプラン）に基づき、平成２７年度末から開始した町内の

高齢者や障がい者の社会参加の促進を目的とした外出支援活動の検討を継続実施。 

 ・福祉有償運送事業とサロン活動や給食サービス活動参加者の送迎活動について実施

状況の共有を行った。 

 ∴実利用団体数は、不定期利用のサロンからの要望が減少（前年度比▲３団体）。給

食サービスは新規追加（１団体）があった。 

∴新型コロナウイルス感染防止対策で２月下旬からのサロンや給食サービスが中止と

なり、延べ運行回数（前年度比▲５回）は減少した。 

∴備中県民局から視察と取材を受け､｢運転ボランティアくるりん｣の活動が同局発行

｢高齢者の暮らしを地域で支える外出・移動支援サービス活動事例集｣へ掲載された。 

（２）外出支援活動検討会の開催 

開催日 主な検討事項 

平成３１年 ４月１６日（火） ・早島町が行う事業との連携について 

令和 元年 ５月１４日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

令和 元年 ６月１１日（火） ・かんだ保育園とわかみや保育園の交流事業の協力の検討 

令和 元年 ７月 ９日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

令和 元年 ８月２０日（火） ・サロン等送迎活動の在り方に関する協議状況報告について 

令和 元年 ９月１７日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

令和 元年１０月１５日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

令和 元年１１月１９日（火） ・サロン等送迎活動の在り方に関する協議状況報告について 

令和 元年１２月１７日（火） ・金田地区における住民主体の移動サービスの実施について 

令和 ２年 １月２１日（火） ・備中県民局から登録不要の移送サービスの取材 

令和 ２年 ２月１８日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

令和 ２年 ３月１７日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 
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（３）サロン等送迎活動実績  

  ○実利用団体数；９団体  

[内訳]サロン；３団体（▲３団体）、給食サービス；６団体（＋１団体） 

  ○延べ運行回数；１８８回（▲5回） 

  ○延べ利用者数；９５５名（＋７名） 

 
〔２〕暮らしの応援団活動の充実○新  
（１）要 点 

・ゴミ出しや買い物支援など、高齢者世帯等における生活課題に対応すべく、昨年度

組織化した住民主体の生活支援活動団体の試行活動の充実を図る検討や調整、活動

者募集を行う。 

∴１０月頃から金田･下野地区の福祉活動の検討に合わせた地区の生活支援活動との連

携のあり方の検討や、２月から自治会と協働の移動スーパーの誘致による「買い物サ

ロン」の試行活動開始により、登録応援団員の活動参画が増加（新規１８名）。 

∴定期活動延べ利用件数（前年度比＋１５４件）及び不定期活動延べ利用件数（前年度

比＋７件）がそれぞれ前年度から増加した。 

（２）生活支援活動実績 

  ○定期活動     

支援内容 実利用者数 延べ利用件数 実活動者数 延べ活動者数 備 考 

ゴミ出し ５名 ２３２件 ３名 ２６４名 原則：可燃物 

買い物代行 １名 ２３件 ２名 ２３名 独居高齢 

食事づくり １名 ９件 ２名 １０名 生活困窮親子 

話し相手 ２名 １４件 ３名 ２５名 独居高齢者･飲酒依存 

合 計 ９名 ２７８件 １０名 ３２２名  

○不定期活動     

支援内容 実利用者数 延べ利用件数 実活動者数 延べ活動者数 備 考 

付添い支援 ０名 ０件 ０名 ０名 買い物･病院 

家屋内整理掃除 ７名 ８件 １５名 ２４名 可燃･不燃物･資源物 

家屋等修繕 ７名 １３件 ８名 ２４名 網戸取替･引き戸修理等 

庭･植栽整備 ４名 ４件 ６名 ７名 花植替･畑整備･木伐採等 

合 計 １８名 ２５件 ２９名 ５５名  

○地区活動（買い物サロン） 
地区名 購入者数 開催回数 実活動者数 延べ活動者数 備 考 

金田（下野） １０７名 ８回 ５名 ３３名 ２月５日から開始 

塩津 ９６名 ８回 ４名 ２５名 ２月５日から開始 

長津 ３５名 ８回 １名 ７名 ２月５日から開始 

片田 ５５名 ８回 ４名 １６名 ２月５日から開始 

ニュー早島 ３８名 ８回 ２名 １０名 ２月５日から開始 

備南台 ５７名 ８回 １名 ８名 ２月５日から開始 

真磯台 １１５名 ８回 ４名 ２４名 ２月５日から開始 

宮崎 ３２名 ３回 ３名 ６名 ３月１１日から開始 

合 計 ４２５名 ５９回 ２４名 １０５名  
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〔３〕暮らしの応援カフェの運営支援 
（１）要 点 

・ゴミ出しや買い物等の町民同士の支え合いの活動について、「はやしまほっとプラ

ン」の指針の検証と試行を住民目線で行いながら、現実的な生活支援活動を模索す

る茶話会を開催する。原則として毎月１０日に開催。 

・町内の実態に基づく制度や社会資源の学習や障がい体験等、勉強会を新たに開催し

た。 

∴新型コロナウイルス感染拡大防止対策で３月のカフェを中止したが、実参加者数（前

年度比＋７名）及び延べ参加者数（前年度比＋３名）は前年度参加者数を上回った。 

 （２）茶話会開催実績 

開催日／参加者 主な検討事項 

令和元年 ４月１０日（水） 

／住民１８名・専門職３名 

・総会、試行活動報告、茶話会運営検討 等 

令和元年 ５月１０日（金） 

／住民１８名・専門職２名 

・試行活動報告・募集 等 

令和元年 ６月１０日（月） 

／住民１９名・専門職４名 

・試行活動報告・募集 等 

令和元年 ７月１０日（水） 

／住民１６名・専門職５名 

・試行活動報告・募集 等 

令和元年 ８月 ９日（金） 

／住民２０名・専門職４名 

・試行活動報告・募集 等 

令和元年 ９月１０日（火）

／住民２４名・専門職３名 

・勉強会（高齢者疑似体験）、試行活動報告・募集 等 

令和元年１０月１０日（木）

／住民３１名・専門職２名 

・地区連携協議、試行活動報告・募集 等 

令和元年１１月 ８日（金）

／住民２４名・専門職１名 

・勉強会（シルバーセンター活動）、試行活動報告・募集 等 

令和元年１２月１０日（火）

／住民２３名・専門職３名 

・忘年会、試行活動報告・募集 等 

令和２年 １月１０日（金）

／住民２６名・専門職４名 

・勉強会（移動スーパー事業）、試行活動報告・募集 等 

令和２年 ２月１０日（月）

／住民２３名・専門職３名 

・勉強会（生活困窮者）、試行活動報告・募集 等 

令和２年 ３月１０日（火）

／中 止 

・新型コロナウイルス感染拡大防止の為、開催を自粛。 

（３）参加者数 

○実参加者数：住民４３名・専門職名１５名 

○延べ参加者数：住民２４２名・専門職３４名 
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４．福祉活動員活動の支援 
〔１〕福祉活動員協議会活動の支援 
 （１）要 点 

・各自治会町内会から選出された「福祉活動員」７９名で組織する「福祉活動員協議

会」の事務局として、福祉活動員の活動支援を行った。 

・定例会を全体研修月以外に７回開催。各地区の福祉活動員の活動状況確認や見守り

新鮮情報の回覧依頼、ボランティア活動への協力呼びかけを行った。また、援助活

動に役立つ福祉知識や手法の提供を目的としたミニ講座を引き続き開催した。 

・地域包括ケア推進に向け、その主要な立場にある介護支援専門員と民生委員との意

見交換の場を設けた。 

∴新型コロナウイルス感染拡大防止対策で２月全体研修会及び３月定例会を

中止し、年度活動の振り返りが行えなかったが、期末アンケートでは、今年

度も活動を通じ、福祉活動の必要性や取り組み姿勢に変容がみられた。 

 （２）定例会等開催実績 

開催日／参加者等 活動区分 主な内容等（研修テーマ） 

平成３１年 ４月１５日（月） 

／１８名 

新任 

研修会 

社会福祉協議会の組織と事業 

福祉活動員の役割 

平成３１年 ４月２５日（木） 

／６０名 

総会 活動計画・予算の確認、役員の選任 

令和元年  ５月２９日（水） 

／５０名 

定例会 民生委員との意見交換（福祉マップ作成等） 

熱中症予防について 

令和元年  ６月～ 

／７９名 

実践活動 夏季一斉友愛訪問活動（７０歳以上高齢者） 

令和元年  ６月２７日（木） 

／５０名 

定例会 サロンで活かせるレクリエーション 

令和元年  ７月２５日（木） 

／４４名 

定例会 認知症の方への対応について 

令和元年 ８月２２日（木） 

／３９名 

定例会 知っておきたい介護保険制度の概要 

令和元年 ９月２６日（木） 

／４３名 

定例会 身近な介護技術 

令和元年１０月１６日（水） 

／２３名 

交流会 グラウンドゴルフ交流会 

令和元年１１月２０日（水） 

／２７名 

視察研修 瀬戸内市社会福祉協議会の活動視察 

令和元年１２月２日～１３日 

／２０名 

実践活動 年末大掃除活動（７５歳以上高齢者世帯等） 

令和２年 １月２３日（木） 

／３７名 

定例会 福祉用具の制度と紹介 

令和２年 ２月２７日（木） 

／中 止 

全体研修 いざという時の救急法 ※中止 

令和２年 ３月１９日（木） 

／中 止 

定例会 年度活動の振返り ※中止 
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（３）期末アンケート結果［抜粋］ 

［設問］近隣づきあいや福祉活動の必要性に対する認識について 回答者数 回答率 

大変重要と考えるようになった １５名 ２７.８％ 

必要性の認識が高まった ３０名 ５５.６％ 

何となく必要性を感じた ８名 １４.８％ 

必要性を感じない ０名 ０.０％ 

 

［設問］今後の福祉活動について 回答者数 回答率 

できるだけ地区や町内の福祉活動に協力していきたい １２名 ２２.２％ 

要請があれば地区や町内の福祉活動に協力していきたい １３名 ２４.１％ 

できる範囲で近所づきあいを大切にしていきたい ２８名 ５１.９％ 

あまり近所づきあいはしたくない １名 １.９％ 

   ※アンケート回収率：６８.３％（５４名／７９名） 

 

５．地区福祉活動の推進 
〔１〕高齢者給食サービス活動の推進 

（１）要 点 

  ・独居や高齢者世帯、障がい者等を対象として、給食ボランティアグループがバラン

スのとれた食事とふれあい交流の場を提供する。 

  ・食材費等の助成や、活動を支援するためのアドバイスを行う。 

  ・食中毒の防止を目的に、研修会の実施や食品衛生管理指導（チェック表の運用、衛

生用品の支給）を継続して行う。 

 ∴３月以降、新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動を中止したため、前年度と

比較して延べ実施回数は減少（前年度比▲9回）となった。 

∴岡山県備中保健所の協力を得て、衛生研修を２回開催。事前に実際の調理現場で保

健所職員による立会検査をした結果について振り返りを行い、衛生管理についての

理解を深めた。 

（２）活動実績 

団体名 利用者数 提供者数 延べ実施回数 延べ利用者数 延べ提供者数 

クローバー １５ ５ １９ ２３０ １２３ 

コスモス ２６ １３ ２０ ３７３ ２００ 

スプリング １５ ６ １７ ２６７ ８８ 

たんぽぽ １８ ９ １０ １４１ ６８ 

マスカット １８ ６ １０ １７０ ５８ 

ひまわり会 ２０ ６ １０ １８６ ５８ 

スマイル若宮 ２９ ２５ ２０ ５２０ １９７ 

市場撫子の会 ２２ ８ １０ ２１１ ７１ 

合計：８団体 １６３ ７８ １１６ ２，０９８ ８６３ 
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（３）連絡会等開催実績 

  ①第１回／給食ボランティア連絡協議会（食品衛生研修） 

開催年月日 令和元年８月２７日（火） 

開催場所 地域福祉センター「オアシス早島」２階調理実習室 

参加者 １９名（７グループ） 

内 容 ・「食中毒の予防・手洗いについて」 

岡山県備中保健所衛生課食品衛生班   主任 吉家 愛 氏 

・事務連絡（助成金手続き、衛生用品の配布等について説明） 

  ②第２回／給食ボランティア連絡協議会（食品衛生研修） 
開催年月日 令和元年１０月１８日（金） 

開催場所 地域福祉センター「オアシス早島」２階調理実習室 

参加者 ２０名（８グループ） 

内 容 ・「衛生管理のふり返り ～衛生管理の現状と見直しに関する意見交換会～」 

岡山県備中保健所衛生課食品衛生班   主任 吉家 愛 氏 

                   主任 伊達 茜 氏 

・事務連絡（エプロンの購入、リフレッシュ旅行等について説明） 

  ③給食ボランティアリフレッシュ旅行 

開催年月日 令和元年１０月２８日（月） 

行 先 広島県福山市方面 

参加者 ５７名（８グループ） 

内 容 ・大島能楽堂（所作体験） ・日本料理鞆膳（盛り付け配膳学習） 

・虎屋本舗曙本店（買い物） 

 
〔２〕ふれあい･いきいきサロン活動の推進 
 （１）要 点  

・気軽にふれあい交流や仲間づくりができる場を提供する活動に対し、プログラム調

整や活動費助成等の支援を行った。 

∴定額奨励金制度を廃止し、活動規模に応じた助成金制度に従い、活動費助成を行う。 

∴新たに小浜地区のサロン活動の立ち上げを支援する。 

∴延べ利用者数及び延べ協力者数は、前年度から減少。助成制度変更に伴う活動算定

方法の変更と新型コロナウイルス感染拡大に伴う３月活動自粛が要因。 

∴サロン活動者研修会は新型コロナウイルス感染拡大防止の為、開催を中止。 

（２）サロン活動団体（合計２４団体） 

サロン名 開催場所 
対象 
地域 

延べ 
利用 
者数 

延べ
協力 
者数 

実施 
回数 

活動内容 

四つ葉会前潟 前潟公民館 
前 潟 ・ 
下 前 潟 

130 136 11 
茶話会、季節行事、体操、
遊び、講話等 

しゃべろうかい 宮崎公民館 宮 崎 85 20 10 
茶話会、創作活動、遊び、
催し等  

中山ふれあいサロン 
さつき会 

中山集会所 中 山 98 18 9 
茶話会、運動、季節行事、
遊び、講話、催し等 

いきいきサロン市場 さつき荘 市 場 108 79 10 
茶話会、遊び、運動、催し、
工場見学 

弁天井戸端喫茶 
弁才天 
公民館 

弁 才 天 47 41 10 
茶話会、歌、季節行事、 
講話等 
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サロン・ひだまり 
備南台 
公民館 

備 南 台 181 129 14 
茶話会、遊び、小旅行、 
部会活動 

なしず会 無津公民館 無 津 78 10 10 
茶話会、運動、季節行事、
奉仕活動等 

日笠山さくら会 
日笠山 
公民館 

日 笠 山 203 49 6 
茶話会、季節行事、講話、
催し等 

喫茶とよく 頓行公民館 頓 行 148 77 10 
茶話会、遊び、季節行事、
講話、創作活動等 

いきいきサロン三軒地 
三軒地 
公民館 

三 軒 地 84 28 12 
茶話会、創作活動、講話、
催し等、季節行事 

塩津いきいきサロン 塩津公民館 塩 津 233 53 11 
茶話会、催し、季節行事 
遊び等 

サロン市場健康促進の会 
床田遊園地 
市場公民館 

市 場 111 67 17 
茶話会、運動、催し、講話、
季節行事等 

いきいきサロン久々原 
久々原 
公民館 

久 々 原 44 4 4 
茶話会、運動、季節行事、
催し 

片田ふれあいサロン 片田公民館 片 田 101 48 9 茶話会、運動、講話等 

舟本コミュニケーション
クラブ 

ｵｱｼｽ早島 舟 本 21 11 3 体操、講話等 

喜楽亭 大谷荘 若 宮 550 232 9 
遊び、運動、講話、軽食喫
茶、催し、演奏会 

ふれあいサロン噂島 噂島公民館 噂 島 60 45 6 
茶話会、体操、講話、工場
見学、演奏 

金田いきいきサロンにじ 
西コミュニ
ティハウス 

金 田 171 50 11 
茶話会、遊び、催し、講話
等 

長津・畑岡ほっとサロン いぶき荘 
長津・ 
畑岡 

154 97 10 
茶話会、運動、創作活動、
催し、工場見学 

イトーピア早島サロン 
イトーピア
集会所 

イトー
ピア 

52 81 11 
茶話会、運動、遊び、 
季節行事等 

サロン矢尾 矢尾公民館 矢尾 189 88 9 
茶話会、運動、講話、遊び、
季節行事等 

ニュー早島 
にこにこサロン 

ニュー 
早島荘 

N早島 122 96 10 茶話会、遊び、催し等 

下野のんびり友の会 下野公民館 下 野 63 15 6 茶話会、ﾗｼﾞｵ体操等 

すまいるサロン小浜 ３匹の子ﾌﾞﾀ 小 浜 10 21 3 講話、体験教室等 

合 計 ／ 延べ利用者数２，８９８人 ／ 延べ協力者数１，５１１人／ 実施回数２２１回 

（３）連絡会（研修会）開催実績 

 ①第１回／ふれあい・いきいきサロン研修会 

開催年月日 令和２年３月２４日（火） 

開催場所 地域福祉センター「オアシス早島」２階会議室 

参加者 新型コロナウイルス感染拡大対策の為、開催を中止。 

内 容 ・｢災害から考える平時の福祉活動｣ 

（４）助成金交付実績 

    ４８７，８００円（２４団体）  

 
〔３〕夏季一斉友愛訪問活動の実施 
（１）要 点 

  ・７０歳以上の方が居住する世帯及び年齢や同居の有無を問わず声かけが必要な要援

護者を対象に、熱中症予防啓発と地域との関係づくりを目的に、民生委員･福祉活

動員の協力を得て、全地区一斉の友愛訪問を行う。 
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 （２）活動実績 

開催年月日 令和元年５月２９日（水）から６月２７日（木） 

訪問対象者数 ２，６５４人／２８地区  ※平成３１年４月１日時点で７０歳以上の方 

訪問活動者数 民生委員２１名、福祉活動員７９名 

世帯実態概要 独居３４７名（世帯）、夫婦８９４名（約４４７世帯） 

見守りの必要性 必要２０８名、不要２，４４６名 

 
〔４〕年末大掃除おたすけサービスの実施 
（１）要 点 

  ・７５歳以上の高齢者世帯の方、または障がい者世帯の方へおたすけ員を派遣し、年

末大掃除の負担軽減を図った。おたすけ員としては、民生委員･福祉活動員･地域の

ボランティア等多くの住民の方々に広く協力を求めた。 

  ∴申込者数（前年度比▲５名）及び活動者数（前年度比▲６名）が前年度から減少。

『暮らしの応援団』活動で平時の支援が可能になったことが要因と考えられる。 

 （２）活動実績 

開催年月日 令和元年１２月２日（月）から１２月１３日（金） 

サービス実施世帯数 ２９世帯（高齢者世帯２８件、障がい者１件） 

おたすけ員協力者数 ４１名 

おたすけ員協力者 

内訳 

民生委員１１名、福祉活動員２０名、暮らしの応援団５名、ボラン

ティア３名、社協登録ヘルパー０名、社協職員２名 

 
〔５〕地区福祉活動の支援 
（１）要 点 

  ・地区会合へ参加し、地区住民協働で自治会単位での福祉活動の活性化やあり方を検

討した。また、その福祉活動の検討や活動に対し、「赤い羽根福祉のまちづくり助

成事業」により、活動助成を行った。 

  ・その他、サロン活動や給食サービス活動等へ訪問し、地区福祉活動の支援を行った。 

  ∴従来、福祉活動モデル地区だった片田地区を含め４地区で福祉活動の検討や具体的

な活動立案や試行活動の支援をすることができた。 

∴本会事務局及び居宅介護支援センターの専門職の地区訪問件数が大幅に増加（訪問

回数：前年度比＋５２回、延べ訪問職員数：前年度比＋７９回）。昨年度は、約９

か月にわたる倉敷市災害ボランティアセンター支援業務と事務局職員の中途離職

があった点と、今年度は、地区の買い物サロン活動試行開始による支援訪問回数の

増加が要因。なお、実訪問職員数は、今年度事務局が減員体制となり、前年度から

１名減。 

 （２）活動実績 

①自治会の福祉活動支援（４地区） 

    ○片田自治会（助成金額５万円） 

    ・福祉部会の開催（６月・１月） ・夏休み子どもサロンの開催（７～８月）  

・新年もちつき会の開催（２月） 

    ○金田自治会（助成金額１０万円） 

    ・福祉活動検討会の開催（１０月・１２月・１月）・移動支援活動の試行（１月～）  

・防災マップの作成検討（１月～） ・買い物支援活動の試行（２月～） 
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○小浜自治会（助成金額２万円） 

・サロン活動立上げ検討（１１月） ・サロン活動実施（１２月～） 

○ニュー早島自治会（助成なし） 

・福祉活動の検討（９月） 

②職員訪問による地区福祉活動の支援 

○訪問回数：７２回（事務局職員：７０回／介護支援専門員：６回）    

○実訪問職員数：９名（事務局職員：５名／介護支援専門員：４名）    

○延べ訪問者職員数：１０９名（事務局職員：１０１名／介護支援専門員：８名） 

 

６．福祉啓発（教育）の推進 
〔１〕夏のボランティア体験事業 
 （１）要 点 

  ・夏季休暇期間を活用して、学生（中学・高校・大学等）や地域住民の方を対象に、町

内の福祉（教育）施設やボランティア団体の方々に、体験希望者の受入れの協力をい

ただき実施。体験終了後に、体験の振り返りを目的とした事後研修会を実施した。 

  ∴体験者数が２１７名（前年度比▲２７名）と減少した。早島中学校の体験者が前年に

比べ２９名の減少。募集準備の遅れが原因であり、改善が必要。 

 （２）実施結果 

   ①事前説明会 

開催年月日 令和元年７月６日（土） 

開催場所 早島中学校ランチルーム 

内 容 ボランティア体験における心構え･注意事項の説明 

参加者 １９０名  

＜参加者内訳＞ 

体験希望者１６２名、受入施設・団体関係者１８名、中学校職員１名、 

社協職員９名 

②ボランティア体験期間 

体験期間 令和元年７月２０日（土）から８月２５日（日） ※夏季休暇期間 

受入団体 １５機関･団体（実受入：１５機関･団体数） 

協力団体 ＜福祉（教育）施設＞ 計１０機関 

 早島幼稚園／早島保育園／かんだ保育園／わかみや保育園／早島児童館／ 

早島町地域活動支援センター／早島町デイサービスセンター／特別養護老

人ホーム白亜館／早島町生涯学習課／岡山県立早島支援学校／ 

＜ボランティア団体＞ 計５団体 

早島いぐさ手話サークル／早島要約筆記サークル‘ぺんしる’／パソボラ

はやしま／はやしま朗読ボランティア福来朗／はやしま本だいすきの会 

体験者数 ２１７名 

＜体験者内訳＞ 

中学生１５３名、高校６１名、大学生３名 

体験案内校 １６校 

＜中学校＞ 計１校 

早島中学校／山陽女子中学校／清心中学校 
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※山陽女子・清心中学校は、町内在住者 

＜高等学校＞ 計１１校 

岡山県立倉敷天城高等学校／岡山県立倉敷青陵高等学校／岡山県立倉敷中

央高等学校／岡山県立倉敷南高等学校／岡山県立倉敷古城池高等学校／岡

山県立倉敷商業高等学校／倉敷高等学校（私立）／ノートルダム清心学園・

清心女子高等学校（私立）／就実高等学校（私立）／精華学園高等学校（私

立）／明誠学院高等学校（私立） 

＜短期大学・大学＞ 計２校 

中国学園大学・中国短期大学／ノートルダム清心女子大学 

③事後研修会 

開催年月日 令和元年８月２３日（金） 

開催場所 早島中学校ランチルーム 

内 容 体験の振り返り（グループワーク） 

参加者 ６７名  

＜参加者内訳＞ 

体験者５４名、受入施設･団体関係者７名、中学校職員１名、社協職員５名 

 
〔２〕福祉教育への協力支援 
１）要 点 

  ・早島小学校から要請を受け、早島支援学校生徒との交流に向け、その導入として４

年生を対象に体験教室を実施した。 

  ・早島中学校から要請を受け、総合学習（福祉）の一環として、１年生の希望者を対

象とした、「福祉」訪問探求学習の受け入れを２日に分け実施した。 

  ∴小学４年生を対象とした出前車イス体験では、体験学習を通して車椅子の操作方法

を学習すると同時に、車椅子を利用する当事者への共感・視点取得を促した。 

  ∴中学１年生を対象とした「福祉」訪問探求学習では、施設見学及び職員へのインタ

ビューを通して、福祉に対する気づきを促した。 

（２）実施結果 

 ①出前車イス体験教室 

開催年月日 令和元年６月１０日（月） 

開催場所 早島小学校体育館 

内 容 車椅子の基本操作の説明や体験 

参加者 小学４年生１５４名、小学校教員５名、社協職員３名 

②「福祉」訪問探求学習（1日目） 

開催年月日 令和元年１１月１日（金） 

開催場所 （前半）早島町デイサービスセンター 

（後半）地域福祉センター「オアシス早島」１階ボランティア室 

内 容 （前半）施設見学、高齢者福祉に関するインタビュー 

（後半）障がい者福祉に関するインタビュー 

参加者 （前半）中学１年生５名、中学校教員１名、社協職員２名 

（後半）中学１年生１０名、中学校教員１名、社協職員１名 
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③「福祉」訪問探求学習（2日目） 

開催年月日 令和元年１１月１３日（水） 

開催場所 地域福祉センター「オアシス早島」１階ボランティア室 

内 容 施設見学、障がい者福祉に関するインタビュー 

参加者 中学１年生５名、中学校教員１名、社協職員１名 

 
〔３〕コミュニケーション麻雀普及推進 
（１）要 点 

・多人数が楽しめ仲間づくりや介護予防活動に役立つ『コミュニケーション麻雀』の

普及と新たな地域活動参加者（普及員）発掘を目的に月２回『コミュニケーション

麻雀を楽しむ会』を開催した。 

∴『コミュニケーション麻雀を楽しむ会』を２１回（前年度比▲３回）開催し、延べ

３９９名（前年度比＋１６名）が参加した。 

∴依頼のあった団体（５団体（前年度比▲１団体）・１０２名参加（前年度比＋１１

名）へ普及員の派遣を行った。 

∴倉敷市で活動する『コミコミ麻雀を広める会』と交流、情報交換を行った。 

（２）実施結果 

 普及行事名等 参加者数 備 考 

４月 楽しむ会（２回） ３４名 定例会 

５月 楽しむ会（２回） ３５名 定例会 

６月 楽しむ会（２回） ３６名 定例会 

７月 楽しむ会（２回） ３５名 定例会 

中山ふれあいサロンさつき会 １４名 ふれあいいきいきサロン 

８月 楽しむ会（２回） ３４名 定例会 

９月 楽しむ会（２回） ３３名 定例会 

片田ふれあいサロン １６名 ふれあいいきいきサロン 

１０月 楽しむ会（２回） ３７名 定例会 

サロン矢尾 ３８名 ふれあいいきいきサロン 

１１月 楽しむ会（２回） ３２名 定例会 

金田ふれあいサロンにじ ２０名 ふれあいいきいきサロン 

１２月 楽しむ会（２回） ３６名 定例会 

１月 楽しむ会（２回） ３３名 定例会 

２月 楽しむ会（１回） １９名 定例会 

コミュニケーション麻雀交流会 ３３名 倉敷市の普及団体 

早島町身体障がい者福祉協会 １４名 町内の福祉当事者団体 

３月 楽しむ会（中止） ０名 定例会 
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〔４〕障がい者作品展の開催 
（１）要 点 

・障害者週間にあわせ､障がい者の方の作品展を開催し､町民に対し､障がい者福祉へ

の理解を深める機会とした。 

∴出展者数（前年度比▲１１名）及び出展作品数（前年度比▲１３作品）は、前年度

より減少。募集期間が前年度より１カ月短縮されたことが要因と考えられる。 

（２）実施結果   

開催年月日 令和元年１１月３０日（土）から１２月１４日（土） 

開催場所 早島町地域福祉センター 

主  催 早島町社会福祉協議会 

共  催 早島町身体障がい者福祉協会､早島町地域活動支援センター､早島つばさの

会､ほのぼの会､難病の会 喜楽会 

出展者数 ２８名（３１作品） 

 
〔５〕福祉映画会の開催 
（１）要 点 

・住民協働での個別ケアや福祉活動の活性化へ向けた機運をより高めていく機会とし

て、福祉や介護・医療等の幅広い関連分野をテーマとした映画会を開催した。 

∴ＮＰＯ法人岡山県介護支援専門員協会会長の堀部徹氏を招き、映画作品の紹介と合

わせ、若年性認知症についての説明を上映前に実施した。 

∴前年度より観客数は減少（前年度比▲１３名）。本会や地域の福祉活動グループの

紹介を効果的に行うには、間口の広い集客が必要だが、現状としては７０代以上の

高齢者が5割を超える偏った状況である。映画の題材、宣伝方法の精査が課題。 

（２）実施結果 

開催年月日 令和２年２月１日（土） 

開催場所 早島町町民総合会館「ゆるびの舎」文化ホール 

主  催 早島町社会福祉協議会 

共  催 早島町 

協力団体 手話ボランティアいぐさ､はやしま朗読ボランティアグループ福来朗､早島要

約筆記サークル‘ぺんしる’､パソボラはやしま､絵手紙ボランティアやまび

こ､日曜大工ボランティアとんかち､コミュニケーション麻雀を広める会､運

転ボランティアくるりん､給食ボランティアクローバー･コスモス･スプリン

グ･たんぽぽ･マスカット･ひまわり会･スマイル若宮･市場撫子の会､民生児童

委員協議会､福祉活動員協議会､特別非営利活動法人ふれあいネットはやし

ま､早島町婦人会､早島保護司会、早島町更生保護女性会、わが町の暮らしの

応援団 

映 画 名 「八重子のハミング」（若年性認知症） 

観 客 数 ４１６名（入場整理券３９９枚、当日発行整理券１７枚） 

アンケート回収数（３３８名） 
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７．ボランティア活動の推進 

〔１〕ボランティア保険の加入支援 
 （１）要 点 

   ・ボランティア活動する方が安心して活動できるよう、事故やけが、賠償責任等につ

いて補償するボランティア活動保険（実施主体：全国社会福祉協議会、受付窓口：

市町村社協）の加入促進を図る。 

∴前年度より加入者数は、団体加入（前年度比▲８０名）、個人加入（前年度比▲７

９名）共に減少。今年度は南岡山医療センターボランティアの加入がなかったこと、

前年度は西日本豪雨に起因する災害ボランティアの加入が多数あったことが要因。 

 （２）加入者数計：５６１名 

   ◇団体加入：３３３名（２５団体） 

   ◇個人加入：２２８名 ※夏のボランティア体験活動者数を含む 

 
〔２〕福祉ボランティアグループ活動の支援 
（１）要 点 

   ・福祉ボランティア団体への活動支援と活動費助成を行った。 

∴代表者の交代が２団体。助成金申請時のボランティア数は前年度と同数。 

∴「パソボラはやしま」と助成金未申請団体の「絵手紙ボランティアやまびこ」の活

動体験会を３回開催支援（後者に新規体験者４名）。 

（２）実施結果 

   ◆活動助成額合計：１５３，５００円（５団体） 

    ①パソボラはやしま､②早島要約筆記サークル‘ぺんしる’ ､③はやしま朗読ボラン

ティア福来朗､④日曜大工ボランティアとんかち､⑤運転ボランティアくるりん 

 
〔３〕ボランティア活動に関する相談・調整 

（１）要 点 

・町内の在宅生活者やボランティア団体、各種機関や団体から要請を受け、年間を通じ

て、福祉ボランティア等の活動調整を行う。 

∴個人相談は、生活支援を行う「暮らしの応援団」へ調整。依頼世帯数（＋７世帯）及

び調整件数（＋１４７件）ともに前年度より大幅増加。内新規依頼世帯は１２世帯。 

∴団体相談は、様々な特技ボランティア個人や団体を調整。新型コロナウイルス感染拡

大防止対策としてのサロン活動等の自粛で調整件数は減少（前年度比▲８件）。 

（２）調整件数 

  ○個人相談（個人の生活を支援する人材の調整件数） 

相談者（世帯数） 依頼事項等 調整内容 調整件数 

生活困窮世帯（３世帯） 
食事づくり・家屋内の整
理 

生活支援ボランティア
の派遣調整 

１４件 

独居高齢者（１３世帯） 
ゴミ出し・買い物代行・
話し相手・家屋の修繕等 

生活支援ボランティア
の派遣調整 

２７４件 

高齢者世帯（２世帯） 家屋内外の修繕 
生活支援ボランティア
の派遣調整 

５件 

複合課題世帯（３世帯） 
※複数の課題がある世帯 

家屋内外整理作業・家屋
内の修繕・植栽整備 

生活支援ボランティア
の派遣調整 

７件 

同居世帯（４世帯）  
※同居者が作業困難 

家屋内外整理作業・家屋
の修繕 

生活支援ボランティア
の派遣調整 

３件 

合 計  ２４世帯／３０３件 
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  ※地区内の助け合い活動（福祉部会や組合、福祉活動員）に調整した世帯が別に６世帯。 

  ※福祉有償運送事業（Ｐ.２１）及び年末大掃除お助け活動（Ｐ.２８）の調整数は除く。 

○団体相談（団体や組織活動を支援する人材や作業の調整件数） 

相談元（団体数） 行事名、依頼事項等 調整内容 調整件数 

町内教育機関 

（２団体） 
授業への協力 

車いす体験の指導 

朗読ボランティアの 

派遣調整 

８件 

町内医療機関 

（１団体） 

つくし病棟での 

本の読み聞かせ 

朗読ボランティアの 

派遣調整 
８件 

町内福祉施設 

（０団体） 
プログラム企画協力 

講師等ボランティアの

派遣調整 
0件 

地区老人クラブ 

（１団体） 
プログラム企画協力 

講師等ボランティアの

派遣調整 
1件 

地区サロン活動 

グループ 

（１６団体） 

プログラム企画協力 
講師等ボランティアの

派遣調整 
 ３６件 

送迎調整協力 
運転ボランティアの 

派遣調整 
 ５８件 

給食ボランティア 

グループ 

（６団体） 

プログラム企画協力 
講師等ボランティアの

派遣調整 
１件 

送迎調整協力 
運転ボランティアの 

派遣調整 
 １６３件 

福祉当事者グループ 

（０団体） 
プログラム企画協力 

講師等ボランティアの

派遣調整 
０件 

合 計  ２６団体／２７５件 

※本会デイサービスセンターが調整をした件数は除く。通所介護事業（Ｐ.３７）参照。 

 

〔４〕ボランティア活動の人材発掘○新  
（１）要 点 

・福祉活動員や地区サロン活動者、給食や福祉ボランティアグループ等、流動的な町

内の福祉活動の担い手や後継者の確保に向けた人材発掘を行う。 

・新たな活動分野の講習会や既存活動の体験会を開催し、人材発掘を行う。 

∴７月に「福祉有償運送事業運転者講習会」を特定非営利活動法人移動ネット岡山と

共催で開催。県内受講者３３名中町内受講者５名が事後に運転ボランティア活動に

参画。 

∴事務局を務める月例「暮らしの応援カフェ」における勉強会や地区活動の立案によ

り、地区内での生活支援活動者が増加した。 

（２）実施結果 

分 野 具体的取組み 新規所属団体 新規人数 

福祉活動員 自治会への推薦依頼 福祉活動員協議会 １８名 

地区サロン活動者 新規サロン活動立上げ支援 すまいるサロン小浜 ７名 

給食ボランティア 地区訪問による後継者募集 クローバー ５名 

福祉ボランティア 福祉有償運転者講習会開催 運転ボランティアくるりん ５名 

生活支援活動者 勉強会･新規地区活動立案 暮らしの応援団 １８名 

合計５３名（重複者含む）  
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８．福祉団体活動の支援 
〔１〕福祉当事者団体の支援 
（１）要 点 

   ・当事者団体への活動支援と活動費助成を行った。 

   ∴前年度より活動助成額合計は減少（前年度比▲９，９３６円）。早島町身体障がい

者福祉協会（前年度比▲５名）、ブロンズクラブ（前年度比▲２名）の会員登録者

数の減少が要因として考えられる。 

（２）実施結果 

   ◆活動助成額合計：３８０，４００円（３団体） 

①早島町身体障がい者福祉協会、②早島つばさの会（知的障がい児者の親の会）、  

③ブロンズクラブ（独居高齢者の会） 

 

〔２〕福祉団体の支援 
（１）要 点 

   ・福祉団体への活動支援と活動費助成を行った。 

   ∴前年度と助成団体及び各団体の会員数に変化はなく、活動助成額合計も前年度と同

額の助成となった。 

（２）実施結果 

   ◆活動助成額合計：１７２，０００円（２団体） 

①早島保護司会、②早島町更生保護女性会 

 
９．在宅福祉サービス事業の実施 
〔１〕福祉有償運送事業の実施 
 （１）要 点 

   ・要介護高齢者や障がいある方のうち、自力で公共交通機関を利用できない方を対象

に、有償（タクシー料金の概ね半額）で、ご自宅から目的地までの送迎外出支援を

「福祉車両」によりを行う。 

・運行毎次の使用車両の運行前点検と登録運転手の体調確認及びドライブレコーダー

による実際の運行映像を活用し、月次の安全運転指導や研修を行った。 

∴実利用者人数（前年度比▲５名）は減少したが、複数回利用の利用者増加により運

行回数（前年度比＋６０回）は増加した。 

 （２）利用状況等実施結果 

◆実利用者数   １８人（前年度比▲５人） 

◆延べ運行回数  １３０回（前年比＋６０回） 
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（３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 運行回数 利用料収入（円） 

４月 ２人 ２回 ３，２００円 

５月 １人 １回 １，９９０円 

６月 ３人 １３回 ９，０７０円 

７月 ４人 １８回 １０，５４０円 

８月 ３人 １１回 ５，４９０円 

９月 ５人 ９回 １３，２１０円 

１０月 ５人 ７回 ６，７９０円 

１１月 ５人 １５回 １０，０３０円 

１２月 ５人 ５回 ９，１６０円 

１月 ８人 １３回 １４，７１０円 

２月 ７人 １９回 １４，８３０円 

３月 ７人 １７回 １８，０３０円 

合 計 ５５人 １３０回 １１７，０５０円 

 
〔２〕福祉用具貸出サービスの実施 

（１）要 点 

・介護が必要な状態にある方への介護用具の貸し出しを行う。介護認定を受け、介護

保険サービス内で利用できる方は、対象外とする。 

∴旅行等の外出目的での車いす短期貸出が、例年より更に増加（前年度比＋２７件）。 

∴本会介護事業部利用者以外への貸し出し実利用者数１６人（前年度比＋９人）。 

∴本会ホームページ閲覧で事業を知った新規利用者も増えており、ソーシャルメディ

アサービスによる情報発信の効果と、必要性が感じられた。 

（２）利用実績 

  ①実利用者数 

   ４６人（前年度比＋３人） ※別に２団体へ貸出。   

②貸出品目と件数 

介護用具名 貸出件数 

車いす １１２件 

リクライニング車いす  ２件 

スロープ  ６件 

ポータブルトイレ  ３件 

シルバーカー ６件 

点滴スタンド ２件 

家庭用コードレスチャイム ６件 

シャワーチェアー ６件 

杖 １件 

合 計 １４４件（前年度比＋２０件） 
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１０．福祉相談及び福祉サービスの利用援助 
〔１〕生活福祉資金貸付 
（１）要 点 

・低所得者世帯の経済的自立や身体障がい者世帯の生活意欲の助長促進及び、在宅福

祉、社会参加の促進のために必要な資金を貸付けるために、生活福祉資金貸付事務

（実施主体：岡山県社会福祉協議会、受付窓口：市町村社協）を行った。 

∴相談件数４件の内、新規貸付となったケースは０件。前年度から継続して教育支援

資金の償還者は１０月で償還を完了。 

∴新型コロナウイルスの影響による特例貸付の相談を３月に１件受付。 

（２）対応実績（令和２年３月３１日現在） 

貸付資金種類 相談件数 新規貸付 貸付中 償還中 

総合支援資金  １件 ０件 ０件 ０件 

福祉資金  ３件 ０件 ０件 ０件 

教育支援資金  ０件 ０件 ０件 ０件 

不動産担保型生活資金 ０件 ０件 ０件 ０件 

※旧･離職者支援資金 - - - １件 

合 計 ４件 ０件 ０件 １件 

 
〔２〕日常生活自立支援事業 
（１）要 点 

・在宅で生活しており、自分の判断で福祉サービスの利用や日常的な金銭管理を適切

に行うことが困難な方をサポートする本事業（実施主体：岡山県社会福祉協議会）

の相談対応や援助業務を行った。 

∴３月に新規契約があり、町内で４名の障がい者の方の利用がある。 

（２）対応実績（令和２年３月３１日現在） 

援助区分 新規相談 新規契約 援助中 契約解除 

認知症高齢者 ０件 ０件 ０件 ０件 

知的障がい者 ０件 ０件 １件 ０件 

精神障がい者 ０件 ０件 ２件 ０件 

その他 １件 １件 １件 ０件 

合 計 １件 １件 ４件 ０件 

 

１１．地域福祉センターの運営管理 

〔１〕施設利用の促進 
 （１）要 点 

   ・町内の地域福祉活動拠点として、福祉関係者を中心にセンター内の施設（４部屋、

開放フロア）の貸し出しと管理運営を行った。 

   ∴前年度よりプレイルームの延べ利用者数は大幅に減少（▲２８８人）。インフルエ

ンザによる学級閉鎖及び新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、１２月以降小

学生の利用を中止していたことが要因。 
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 （２）団体利用実績 

施設名 利用回数 利用人数 平均利用人数 

ボランティア室  ８７回 ４６０人 ５．３人 

調理実習室 ５３回 ８２０人 １5．5人 

会議室 １３７回 ２，８３９人 ２0．７人 

プレイルーム １４５回 １，２３８人 ８．5人 

開放フロア １３回 ７３人 ５．６人 

（３）個人利用実績（プレイルームのみ） 

  ◆延べ利用者数：５００人（小学生のみ） 

   

〔２〕備品･用具の貸出 
（１）要 点 

   ・町内の地域福祉活動の活性化のため、福祉活動に役立つ備品･用具の貸出しを行った。 

   ∴前年度と比較して貸出件数の総数に大きな変動は見られなかった（前年度比▲４件）。 

∴利用団体はサロン関係者及び行政関係者が大半であるが、今年度より新たに法人連

携による保育園への用具の貸出が増加。 

 （２）利用実績 

援助区分 合 計 福祉関係団体 行政関係団体 その他 

レクリエーション用具 ３７件 ３２件 ５件 ０件 

機材 １２件 １１件 １件 ０件 

その他 １２件 １１件 １件 ０件 

 
〔３〕施設改修の実施 
（１）要 点 

   ・老朽化する施設内の空調設備の予防修繕と時計台の時計の修繕を行った。 

   ∴空調設備の予防修繕優先度の高い系統については実施できた。優先度の低い系統を

引き続き計画的に予防修繕を行っていく。 

（２）改修実績 

  ①設備修繕 

  ・空調設備の修繕（３機）  ・時計台の時計修繕 

   

Ⅲ．介護サービス事業 

１．居宅介護支援事業 
〔１〕介護保険-居宅介護支援事業の実施 
 （１）要 点 

   ・利用契約を結んだ要介護状態の方に対し、ご本人やご家族の意思を尊重しながら、

介護・保健・医療・福祉サービスを適切に利用することができるよう、個別の居宅

サービス計画の作成や事業者等との調整を行った。 

・サービス利用以外の時間帯にも安心した在宅生活が過ごせるよう、介護保険制度以

外にも民生委員･福祉活動員との個別に情報共有を行うとともに、住民による生活支

援活動試行への積極的な誘導を図った。 
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∴主任介護支援専門員を中心として、支援経過記録に関する内部研修を開催。定型的

な工程には新たに文例を取り入れる等、事務作業にかかる時間の効率化を図った。                

∴下半期の件数低迷は、職員体制の不確定要素が多く、新規相談を断らざるを得ない

期間があったことが要因。前年度より月間平均請求件数は減少（前年度比▲３件）

したが、一人当たりの月間平均担当件数は、３４件（前年度比＋２.９件）と増加。

職員の拡充含め、体制整備が課題。 

 （２）利用状況等実施結果 

◆年間新規契約利用者：５４件（前年度比＋１件）  

◆年間契約解除利用者：６７件（前年度比＋１件）  

◆月間平均請求件数：１８７件（前年度比▲３件）  

（３）利用状況及び収入の推移 

サービス月 件 数 収 入（円） 

４月 １８４件 ２，８７７，５２０円 

５月 １９４件 ３，０５６，７７０円 

６月 １９４件 ３，０３３，７７０円 

７月 １９２件 ３，０１５，４１０円 

８月 １８８件 ２，９３３，６４０円 

９月 １９５件 ３，０５０，０００円 

１０月 １８９件 ２，９４３，７３０円 

１１月 １８７件 ２，９２３，５９０円 

１２月 １８４件 ２，８６０，３８０円 

１月 １８１件 ２，８１７，８３０円 

２月 １７８件 ２，７８７，１４０円 

３月 １７５件 ２，７３０，９３０円 

合 計 ２，２４１件 ３５，０３０，７１０円 

   

〔２〕介護保険-介護予防居宅介護支援事業の実施【早島町受託事業】 
 （１）要 点 

   ・利用契約を結んだ要支援状態の方に対し、ご本人やご家族の意思を尊重しながら、

介護予防・保健・医療・福祉サービスを適切に利用することができるよう、個別の

介護予防支援サービス計画の作成や事業者等との調整を行った。 

∴昨年度に続き、介護支援専門員１名が計画作成を担当。介護予防に焦点を当てた内

部研修の開催や、個別ケア会議に全職員が関わることで、課題や悩みを相談しやす

い環境基盤を整備。担当者の心理的負担の軽減に配慮した。             

∴契約解除利用者１１件のうち、２件は状況改善。介護予防給付を終了した後、地域 

の健康体操教室などに移行。                      

 （２）利用状況等実施結果 

◆年間新規契約利用者：１１件（前年度比▲５件） 

◆年間契約解除利用者：１１件（前年度比▲１件） 

◆月間平均請求件数：４２.８件（前年度比＋２.５件） 
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（３）利用状況及び収入の推移 

サービス月 件 数 収 入（円） 

４月 ４３件 １８４，９００円 

５月 ４４件 １８９，２００円 

６月 ４４件 １８９，２００円 

７月 ４１件 １７９，３００円 

８月 ３８件 １６３，４００円 

９月 ４０件 １７２，０００円 

１０月 ４１件 １７９，７００円 

１１月 ４２件 １８４，０１０円 

１２月 ４７件 ２１４，５５０円 

１月 ４６件 ２０１，２５０円 

２月 ４３件 １８５，３３０円 

３月 ４４件 １８９，６３０円 

合 計 ５１３件 ２，２３２，４７０円 

  ※本事業担当介護支援専門員の人件費を町受託金で受けており、本事業収入は、国民

健康保険団体連合会から早島町へ給付される。 
 
２．通所介護事業 
〔１〕介護保険-通所介護事業の実施 
 （１）要 点 

   ・通所介護サービスの利用により、介護が必要な高齢者の心身の機能の悪化を防止す

るとともに、利用者が以前と変わらず自宅で生活でき、趣味活動や人との交流のあ

る生活を維持できるよう支援する。 

・介護をしている家族の心身の負担を軽減する。 

∴例年実施しているアンケート調査で、デイサービスを利用した効果について、良い

効果があったとの回答が８３％だった。（内、家族の負担が減った２０％） 

∴介護職員が、パート募集では人が集まらず正規職員として採用を続け、人員は整っ

ている。しかし、援助内容については、落としがや気づき不足があり、手が行き届

かない状況であったため新規利用者の受け入れを制限した。結果、２年連続で赤字

になり、経営状態の改善が急務となっている。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：   １３人（前年度比＋７人） 

◆年間延べ利用者数：７，５５８人（前年度比▲２５１人） 

（３）利用状況及び収入の推移（要介護１～５の利用者）      

ｻｰﾋﾞｽ月 開所日数 
実利用 

者数 
延利用者数 

１日平均 

利用者数 
収 入（円） 

４月 ２６日 ５３名 ５９９名 23.0 4,923,320円 

５月 ２７日 ５２名 ６３９名 23.6 5,202,630円 

６月 ２５日 ５３名 ５９５名 23.8 4,803,680円 

７月 ２７日 ５０名 ６２７名 23.2 4,965,950円 

８月 ２７日 ４８名 ５６４名 20.8 4,542,480円 
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９月 ２５日 ５０名 ５６６名 22.6 4,542,780円 

１０月 ２７日 ５４名 ６９１名 25.5 5,530,470円 

１１月 ２６日 ５３名 ６２９名 24.1 5,123,340円 

１２月 ２４日 ４９名 ５８１名 24.2 4,994,270円 

１月 ２４日 ５４名 ６３６名 26.5 5,040,860円 

２月 ２５日 ５５名 ６８０名 27.2  5,463,240円 

３月 ２６日 ５６名 ７５１名 28.8 6,083,190円 

合 計 ３０９日 ６２７名 ７５５８名 24.4人 61,216,210円 

※１日平均人数は、小数点第２位以下切捨て。 

※１日平均人数の合計は、年間延べ人数を開所日数で除した数値を記載。 

 

〔２〕介護予防・日常生活支援総合事業の実施  
（１）要 点 

   ・介護予防･日常生活支援総合事業対象者に対して、利用者が要介護状態になることを

予防し、心身ともに自立した生活を維持できるよう支援する。 

・高齢者を支える家族の生活を支援する。 

∴年間の利用者１１人中８人（７割）が要介護状態になることを予防できた（要支援

の介護度状態が維持できた）。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：  ７人（前年度比  ＋６人）  

◆年間延べ利用者数：４６６人（前年度比＋１０１人） 

（３）利用状況及び収入の推移（要支援１～２の利用者）      

ｻｰﾋﾞｽ月 開所日数 
実利用 

者数 
延利用者数 

１日平均 

利用者数 
収 入（円） 

４月 ２６日 ４名 ３０名 1.1 137,490円 

５月 ２７日 ４名 ３２名 1.1 137,490円 

６月 ２５日 ４名 ２６名 1.0 137,490円 

７月 ２７日 ４名 ３１名 1.1 137,490円 

８月 ２７日 ４名 ２９名 1.0 137,490円 

９月 ２５日 ５名 ３１名 1.2 155,230円 

１０月 ２７日 ６名 ４５名 1.6 216,560円 

１１月 ２６日 ７名 ５２名 2.0 236,920円 

１２月 ２４日 １０名 ６０名 2.5 333,320円 

１月 ２４日 ８名 ４３名 1.7 238,400円 

２月 ２５日 ７名 ４０名 1.6 215,690円 

３月 ２６日 ８名 ４７名 1.8 257,280円 

合 計 ３０９日 ７１名 ４６６名 1.5人 2,340,850円 

※１日平均人数は、小数点第２位以下切捨て。 

※１日平均人数の合計は、年間延べ人数を開所日数で除した数値を記載。 
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〔３〕介護保険外サービス事業の実施  
（１）要 点 

・利用登録者を対象に、社会参加の促進と生き甲斐づくりを目的に、介護保険外の事

業として、長期入院者等が一時帰宅した際の介護保険外デイサービスの提供と、要

支援に該当する者の入浴サービスの提供と、日帰り旅行を実施した。 

∴介護保険外のデイサービス及び入浴サービスの利用はなかった。 

∴日帰り旅行は、参加人数が前年度より減少したが、参加者からは「来年も参加した

い」、「元気なら参加したい」との回答があった。 

（２）活動実績 

 ○日帰り旅行 

開催年月日 令和元年 １１月 １０日 (日) 

行き先 赤穂城・備前海の駅 

参加者 利用者  ２２名・家族 ３名・ボランティア １名・職員 １８名 

 

〔４〕ボランティア協力（受入）の実施 
 （１）要 点 

・演芸ボランティアを始め、季節行事や日常的プログラム支援としてボランティア受

け入れをし、デイサービスで過ごす時間の充実を図る。 

・ボランティア受入により、住民と利用者との交流の場としての役割を担う。 

・ボランティア活動を希望する住民や学生を受け入れ活動の場を提供する。 

∴２月までは例年どおりボランティアの協力が得られた。３月以降、新型コロナウイ

ルス感染防止対策のため、外部からの立ち入りを制限し、予定していた慰問と餅つ

きを中止した。餅つきについてはインフルエンザ流行時期を外して、３月に予定し

ていたが、今後は感染症が少ない時期の開催を検討する。 

 （２）実施結果 

新規協力は３団体、個人２名。 

◇ボランティア来館数           

プログラム提供 行事補助 

   （延べ人数） 

ボランティア体験 

 （延べ人数） 月 個人活動 団体数 

４月 １名 ６団体   

５月 ２名 ５団体   

６月 １名 ５団体   

７月 １名 ２団体 夏祭り（８人） 夏ボラ（４人） 

８月 １名 ３団体  夏ボラ（１１人） 

９月 １名 ５団体   

10月 ２名 ４団体 日帰旅行（１人）  

11月 １名 ３団体   

12月 １名 ５団体   

１月 １名 ３団体   

２月 １名 ５団体   

３月 １名 １団体   

合計 １４名 ４７団体 ９人 １５人 
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◇個人ボランティアの活動内容（有償の活動は除く） 

活動内容 活動人数 

アコーディオン演奏  １名 

将棋相手 １名 

話し相手 １名 

整髪・配膳・お茶だし等の補助 ２名 

畑や花の手入れ ２名 

◇団体ボランティアの活動内容（有償の活動団体は除く） 

団体名 活動内容（今年度活動回数） 延べ活動者数 

華扇会◎ 踊り（２回） １２名 

コーラスフルール コーラス（１回） ２４名 

コーラス ブルーグレース◎ コーラス（１回） １７名 

じゃがいもの会 歌と踊り（１回） ６名 

セブンティーズ◎ 演奏（１回） １１名 

日本訪問歯科協会 原歯科医院 お口の健康相談会（４日間） ８名 

ねねの会             三味線演奏と歌（２回） ９名 

野の花の会 七宝焼き（１回）と創作案提供 ４名 

早島オカリナ倶楽部 オカリナ演奏（２回） １５名 

はやしま本だいすきの会 朗読会（１回） ７名 

早島要約筆記サークル‘ぺんしる’  OHPを使った俳句の紹介（１２回） ２６名 

はやしま朗読ボランティア福来朗 朗読（１２回） 行事補助（４日間） ２０名 

備前鳴子屋   

 

うらじゃ踊り（１回） １４名 

百鬼会 節分に鬼装束で来館（１回） １４名 

プアラニラフラダンス フラダンス（１回） ９名 

ほのぼの会 踊りと歌（６回） ３８名 

舞民踊同好会 踊りと歌（２回） ２３名 

マーラプア・フラ フラダンス（２回） １４名 

モイス合唱団 合唱（３回） ３２名 

若竹会・早島日本舞踊子供教室 踊り（１回） ２０名 

若宮フラガールズと若宮一座 フラダンス・傘踊り（１回） １６名 

   ※◎は新規協力団体 

 
３．訪問介護事業 
〔１〕介護保険-訪問介護事業の実施 
 （１）要 点 

   ・要介護状態になっても、利用者の望む暮らしができるよう、訪問により心身の状況

に応じた身体介護（入浴、排泄、食事の援助等）や生活援助（調理、掃除、買い物

等）、日常生活全般の援助を行った。 

∴気候のいい頃は例年だと入院している利用者が退院し訪問回数が増えるが、長期入

院になったケースや、入れ替わるように別の利用者が入院するケースがあり訪問回

数が激減した。また、新規利用者数が伸びず収入が前年度比で1,684千円減収と

なった。                                  

∴新規利用者を獲得する工夫とサービス見直しの提案を行う等の具体的対策が必要。                                   
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（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：    ８件（昨年度比  ▲９件） 

◆年間延べ利用者数：  ４３６人（昨年度比 ▲７３名） 

◆年間延べ訪問回数：５，１７８回（昨年度比▲７１５回） 

 （３）利用状況及び収入の推移（要介護１～５の利用者） 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 訪問回数 訪問時間 収 入 

４月 ３７名 ４４５回 367.17時間 1,434,590円 

５月 ３７名 ４７２回 386.30時間 1,531,280円 

６月 ３５名 ４０６回 324.00時間 1,304,570円 

７月 ３５名 ４０７回 341.48時間 1,279,980円 

８月 ３５名 ４２８回 362.80時間 1,367,800円 

９月 ３８名 ４５6回 387.22時間 1,547,130円 

１０月 ３６名 ４４３回 374.23時間 1,447,270円 

１１月 ３５名 ４０５回 350.22時間 1,322,730円 

１２月 ３５名 ４２１回 362.70時間 1,363,300円 

１月 ３７名 ４０５回 347.75時間 1,331,060円 

２月 ３７名 ４１４回 361.50時間 1,367,060円 

３月 ３９名 ４７６回 416.50時間 1,523,620円 

合 計 ４３６名 ５，１７８ 4,381.86時間 16,820,390円 

 
〔２〕介護予防・日常生活支援総合事業の実施 
  （１）要 点 

   ・介護予防･日常生活支援総合事業対象者を対象に、自立に向けた生活機能の向上を目

的とした支援を行った。 

∴週3回利用の要介護利用者が介護保険の更新により要支援となったケースが複数

あり、訪問回数が伸び収入が前年度比1,248千円増加となった。                                     

∴早島町地域包括支援センターに確認しながら新規利用者を受けていきたい。                                      

（２）利用者状況等実施結果 

◆年間新規利用者：    8件（昨年度比  ＋４件） 

◆年間延べ利用者数：  ２００名（昨年度比 ＋３３名） 

◆年間延べ訪問回数：１，５２９回（昨年度比＋４１６回） 

（３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 訪問回数 訪問時間 収 入 

４月 １６名 １２８回 115.25時間 401,950円 

５月 １８名 １４１回 127.50.時間 436,670円 

６月 １７名 １２４回 112.50時間 431,400円 

７月 １６名 １２７回 117.50時間 392,540円 

８月 １６名 １１７回 109.25時間 411,450円 

９月 １６名 １２２回 112.00児間 409,250円 

１０月 １６名 １３３回 122.00時間 421,011円 

１１月 １７名 １３９回 127.25時間 436,290円 

１２月 １８名 １２８回 118.25時間 438,080円 
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１月 １８名 １３１回 121.25時間 444,500円 

２月 １６名 １１４回 105.50時間 395,380円 

３月 １６名 １２５回 114.25時間 384,710円 

合 計 １６７名 1,529回 1,402.50時間 5,003,231円 

 
〔３〕介護保険外サービス事業の実施 
  （１）要 点 

   ・介護保険制度適用外で、日常生活に援助が必要とする方に、介護保険制度を同様の

サービス（家事援助、身体介護）に加え、制度では行えないサービス（見守りを兼

ねた話し相手等）を行い、安心して日常生活を営む事が出来るよう援助を行った。 

∴定期利用者が他サービスへ移行したことにより、減収となったが、新規利用者が5

名あった。今後も介護支援専門員等と連携し必要に応じ対応していきたい。                                   

∴住民主体の見守り活動（民生委員や福祉活動員等）や生活支援活動（暮らしの応援

団）と連携し、役割分担をし、専門性の必要な利用者の方を重点的に支援していき

たい。                           

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：  6件（昨年度比 ▲１件） 

◆年間延べ利用者数： ６１名（昨年度比▲２１名） 

◆年間延べ訪問回数：１５９回（昨年度比▲５８回） 

（３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 訪問回数 訪問時間 収 入 

４月 6名 １８回 １４.5時間 36,223円 

５月 5名 １１回 10.0時間 24,684円 

６月 ２名 ６回 5.0時間 12,452円 

７月 ６名 １５回 14.5時間 35,816円 

８月 ５名 １３回 11.5時間 28,490円 

９月 ６名 １４回 12.5時間 32,824円 

１０月 5名 １５回 14.5児間 35,629円 

１１月 ６名 １４回 13.5時間 35,002円 

１２月 6名 １５回 14.5時間 39,182円 

１月 ６名 １５回 11.0時間 29,810円 

２月 ４名 １０回 11.0時間 27,170円 

３月 4名 １３回 13.0時間 31,856円 

合 計 ６１名 １５９回 145.5時間 369,138円 
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〔４〕障がい者総合支援-居宅介護事業の実施 
（１）要 点 

   ・総合支援法の趣旨に沿って、住み慣れた地域で安心して自立した日常生活ができる

よう、障がいの特性・心身の状態に配慮しながら身体介護・家事援助・通院介助等

の日常生活全般の援助を行った。 

∴新規利用１名とサービスの追加により収入が前年比＋404千円となった。                                  

∴障がい者のサービスの需要が徐々に増えているが、障がい特性を理解できる訪問介

護員が少ないため、内部研修を行い全体の底上げを行う必要がある。                                     

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：  1件（昨年度比＋１件） 

◆年間延べ利用者数：１０５名（昨年度比＋２１名） 

◆年間延べ訪問回数：９４１回（昨年度比＋１９５回） 

 （３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 
実利用

者数 

訪問 

回数 

訪問時間（時間） 
収 入 

身体 知的 精神 合計 

４月 8名 ６２回 7.00 43.50 21.00 71.50 227,910円 

５月 ９名 ８４回 15.00 45.00 33.25 93.25 300,250円 

６月 ９名 ８５回 14.75 42.50 28.50 85.75 264,190円 

７月 ９名 ８５回 13.00 44.00 33.00 90.00 274,450円 

８月 ９名 ７９回 10.75 44.50 25.50 80.75 251,640円 

９月 ９名 ６２回 12.00 40.00 11.75 63.75 208,960円 

１０月 ８名 ７９回 9.25 42.00 28.50 79.75 139,190円 

１１月 ９名 ７８回 9.00 49.50 37.00 95.50 371,200円 

１２月 ９名 ７６回 14.00 42.00 26.75 82.75 245,500円 

１月 ９名 ７３回 13.25 41.50 27.00 81.75 243,960円 

２月 ９名 ８６回 15.75 4450 31.25 91.50 273,990円 

３月 ９名 ９２回 16.75 45.50 34.25 96.50 287,170円 

合 計 8４名 941回 150.50 524.50 337.75 1012.75 3,088,410円 

 
〔5〕障がい者総合支援-重度訪問介護事業の実施 

（１）要 点 

   ・総合支援法の趣旨に沿って、重度の障がいにより行動上著しい困難がある方に対し、

住み慣れた地域で安心して自立した日常生活ができるよう、障がいの特性・心身の

状態に配慮しながら身体介護・家事援助等の日常生活全般の援助を行った。 

∴従来から事業登録をしていたが、今年度初めて利用者があった。                                    

∴痰吸引の有資格者がいないことと、長時間の利用者に対する対応が現状の人員では

困難である。                                    

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：1件（昨年度比＋1件） 

◆年間延べ利用者数：2名（昨年度比＋２名） 

◆年間延べ訪問回数：8回（昨年度比＋８回） 
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 （３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 
実利用

者数 

訪問 

回数 

訪問時間（時間） 
収 入 

身体 知的 精神 合計 

４月 0名 ０回 0.00 0.00 0.00 0.00 0円 

５月 0名 ０回 0.00 0.00 0.00 0.00 0円 

６月 0名 ０回 0.00 0.00 0.00 0.00 0円 

７月 0名 ０回 0.00 0.00 0.00 0.00 0円 

８月 0名 ０回 0.00 0.00 0.00 0.00 0円 

９月 0名 ０回 0.00 0.00 0.00 0.00 0円 

１０月 0名 ０回 0.00 0.00 0.00 0.00 0円 

１１月 0名 ０回 0.00 0.00 0.00 0.00 0円 

１２月 0名 ０回 0.00 0.00 0.00 0.00 0円 

１月 0名 ０回 0.00 0.00 0.00 0.00 0円 

２月 1名 ４回 8.00 0.00 0.00 8.00 20,410円 

３月 1名 ４回 7.00 0.00 0.00 7.00 15,880円 

合 計 2名 ８回 15.00 0.00 0.00 15.00 36,290円 

 
〔6〕障がい者総合支援-移動支援事業（外出支援）の実施 

（１）要 点 

   ・総合支援法の趣旨に沿って、住み慣れた地域で自分らしく生活するために、安全に

外出できるよう障がいの特性・心身の状態に配慮しながら移動（外出）支援を行っ

た。 

∴新規の利用者が２名（買い物支援と地区活動参加）あったが、定期利用には至って

いない。                                     

∴報酬単価が低い為、収益につながりにくいことが課題である。                                     

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：  2名（昨年度比  2名） 

◆年間延べ利用者数： ３０名（昨年度比 ＋5名） 

◆年間延べ訪問回数：２０８回（昨年度比 ▲８回） 

（３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 
実利用

者数 

訪問 

回数 

訪問時間（時間） 
収 入 

身体 知的 精神 合計 

４月 2名 １９回 21.5 0.0 0.0 21.5 44,250円 

５月 2名 １７回 32.5 0.0 0.0 32.5 48,750円 

６月 ２名 １５回 22.5 0.0 0.0 22.5 33,750円 

７月 2名 １６回 28.5 0.0 0.0 28.5 42,750円 

８月 ２名 １５回 23.5 0.0 0.0 23.5 35,250円 

９月 ２名 １７回 27.0 0.0 0.0 27.0 40,500円 

１０月 3名 １９回 28.0 0.0 0.0 28.0 44,000円 

１１月 3名 １７回 26.0 0.0 0.0 26.0 40,250円 

１２月 3名 １５回 21.0 0.0 2.5 23.5 37,500円 



 

42 

１月 3名 １４回 24.0 0.0 0.0 24.0 38,000円 

２月 3名 １７回 27.5 0.0 1.0 28.5 43,750円 

３月 ３名 １９回 30.0 0.0 2.0 32.0 50,000円 

合 計 30名 200回 312.5 0.0 5.5 317.5 498,750円 

 


